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ひまわりの 
ブーケ

アマリーは 
助
たす

けたいと思
おも

いました。 
でも，どうやって？

やかな黄
き

色
いろ

の花
はな

が風
かぜ

になびき，太
たい

陽
よう

に向
む

かってのびていました。
とてもせが高

たか

くて，とても大
おお

きいです！
畑
はたけ

の横
よこ

の看
かん

板
ばん

にはこう書
か

いてありました。ひまわり無
む

料
りょう

！ ほ
しいだけ持

も

って行
い

ってください。
アマリーは畑

はたけ

をじっと見
み

つめました。花
はな

はまるで空
そら

に向
む

かっ
てほほえんでいる黄

き

色
いろ

い海
うみ

のようでした。
アマリーは自

じ

転
てん

車
しゃ

をとめて，たくさんの花
はな

をつみました。お
母
かあ

さんにあげるといいかもしれません！ お母
かあ

さんは花
はな

が大
だい

好
す

き
です。でも花

はな

はたくさんあるので，ほかの人
ひと

の分
ぶん

もつむことが
できます。

アマリーの心
こころ

に，ある名
な

前
まえ

がうかびました。アイシャ姉
し

妹
まい

で
す。もしかしたら，この花

はな

がアイシャ姉
し

妹
まい

の一
いち

日
にち

を明
あか

るくしてく
れるかもしれません。
「ひまわりが好

す

きだといいな」と，アマリーは静
しず

かにひとりご
とを言

い

いました。けれども，アマリーは少
すこ

しきんちょうしまし
た。アイシャ姉

し

妹
まい

が，不
ふ

思
し

議
ぎ

に思
おも

ったらどうし
よう？

アマリーは花
はな

をつむのをやめま

このお話
はなし

はデンマークでの出
で

来
き

事
ごと

です。

アマリーはお母
かあ

さんとお父
とう

さんの後
あと

について，教
きょう

会
かい

のドア
をくぐりました。賛

さん

美
び

歌
か

をかなでるピアノの音
おと

が礼
れい

拝
はい

堂
どう

を
満
み

たしています。アマリーと家
か

族
ぞく

は，長
なが

椅
い

子
す

を見
み

つけてすわり
ました。

聖
せい

餐
さん

会
かい

が始
はじ

まり，間
ま

もなく支
し

部
ぶ

のみんなで開
かい

会
かい

の賛
さん

美
び

歌
か

を歌
うた

い始
はじ

めました。歌
うた

っている間
あいだ

，アマリーはおとなりに住
す

むアイ
シャ姉

し

妹
まい

が近
ちか

くにすわっているのに気
き

づきました。でも，アイ
シャ姉

し

妹
まい

は歌
うた

っていません。顔
かお

をしかめています。
アイシャ姉

し

妹
まい

はいつもアマリーに親
しん

切
せつ

にしてくれます。でも，
とても悲

かな

しそうに見
み

えます。アマリーは，アイシャ姉
し

妹
まい

が一
ひと

人
り

で
くらしていることを知

し

っていました。もしかしたらさびしいの
かもしれません。

アマリーは，自
じ

分
ぶん

に何
なに

かできることがあればいいのにと思
おも

い
ました。でも，何

なに

をすればよいのでしょう？
次
つぎ

の週
しゅう

，アマリーは長
なが

い道
みち

を自
じ

転
てん

車
しゃ

で走
はし

りに行
い

きました。大
おお

きな緑
みどり

の野
の

原
はら

を走
はし

りぬけました。太
たい

陽
よう

がはだを熱
あつ

くしました。
やがてアマリーはひまわり畑

ばたけ

にたどり着
つ

きました。あざ

ノエル・ランバート・バラス
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

「もし何
なに

かよいことをしようと 
思
おも

うのであれば， 
それはせいれいによるうながしです。」

デビッド・A・ベドナー長
ちょう

老
ろう

，Face to Face 
（青

せい

少
しょう

年
ねん

のための世
せ

界
かい

放
ほう

送
そう

，2015 年
ねん

5 月
がつ

12 日
にち

） 
「福

ふく

音
いん

ライブラリー」

した。やわらかい花
はな

びらを指
ゆび

でこすりました。アイシャ姉
し

妹
まい

に
花
はな

をあげない方
ほう

がいいのかもしれません。
いいえ，とアマリーは思

おも

いました。アイシャ姉
し

妹
まい

に花
はな

をあげ
るべきだと，アマリーは分

わ

かりました。それですべてが良
よ

くな
るわけではないかもしれません。それでもアマリーは，たとえ
小
ちい

さなことでもいいから，助
たす

けたいと思
おも

いました。あした教
きょう

会
かい

でアイシャ姉
し

妹
まい

に花
はな

をわたすといいでしょう。
アマリーは長

なが

い時
じ

間
かん

をかけて，最
さい

高
こう

の花
はな

をつみました。つん
だ花

はな

をまとめて自
じ

転
てん

車
しゃ

のかごにそっと入
い

れました。そして，自
じ

転
てん

車
しゃ

に飛
と

び乗
の

って家
いえ

に帰
かえ

りました。森
もり

の深
ふか

い緑
みどり

を背
はい

景
けい

に，花
はな

のあ
ざやかな黄

き

色
いろ

がかわいらしく見
み

えました。
アマリーは家

いえ

に帰
かえ

ると，花
はな

束
たば

を一
ひと

つ一
ひと

つリボンで結
むす

びました。
一
ひと

つはお母
かあ

さんにあげました。
お母

かあ

さんはそれを見
み

て大
おお

きな笑
え

顔
がお

をうかべました。「ありが
とう！ きれいだわ。」そして，花

はな

を花
か

瓶
びん

に生
い

けてテーブルの上
うえ

に
置
お

きました。
次
つぎ

の日
ひ

，アマリーはもう一
ひと

つのひまわりの花
はな

束
たば

を教
きょう

会
かい

に持
も

っ
て行

い

きました。アイシャ姉
し

妹
まい

が一
ひと

人
り

で長
なが

椅
い

子
す

にすわっているの
を見

み

つけました。
「こんにちは」と，アマリーは言

い

いました。「姉
し

妹
まい

のためにひ
まわりをつんできたんです。」

アマリーは花
はな

を差
さ

し出
だ

しました。アイシャ姉
し

妹
まい

は花
はな

を見
み

ると，
ほほえみました。アマリーはアイシャ姉

し

妹
まい

の笑
え

顔
がお

を長
なが

い間
あいだ

見
み

た
ことがありませんでした。目

め

には光
ひかり

が満
み

ちていました。
「ありがとう」と，アイシャ姉

し

妹
まい

は言
い

いました。そしてアマリー
をだきしめました。「この花

はな

はわたしの大
だい

好
す

きな花
はな

なのよ。」
アマリーもにっこりとほほえみました。それがアイシャ姉

し

妹
まい

の好
す

きな花
はな

だとは知
し

りませんでした！ でも，アイシャ姉
し

妹
まい

のた
めに花

はな

束
たば

を作
つく

るようにせいれいがうながしてくださったのです。
アマリーは自

じ

分
ぶん

がせいれいに耳
みみ

をかたむけたことに感
かん

謝
しゃ

しまし
た。●
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